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特集 :  研究者インタビュー 
 第 4 回 昭和大学 柴田陽先生 

2010 年 2 月

理想は仙人 
～ おもしろい研究をして、おもしろい人に会いたい ～ 

 

柴田先生は、2009年に昭和大学上條奨学賞を受賞された新進気鋭の

30代研究者です。論文執筆や今後の展望などの研究に直接関連する内

容にくわえて、図書館への期待やオーストラリア留学など、さまざまな

視点からお話を伺いました。 

 

 

昭和大学 

歯学部歯科理工学教室 

助教 

柴田陽（しばたよう）先生 

研究について 

専門分野について簡単に教えてください（一般の人にもわかりや

すいようにお願いします）。 

歯学部のなかでも歯科理工という分野で、インプラント材料の研究を

しています。虫歯や歯周病で歯がなくなると、通常は、おじいちゃん

やおばあちゃんの口に入っているような入れ歯を作るのですが、そう

いうのが嫌だ、歯を元通りにしたい、という方もいるわけです。ご存

じかもしれませんが、歯というのは歯の根っこがあごの骨に埋まって

いるからしっかり噛めるわけです。なくなった歯の代わりに、チタン

の根っこをあごの骨の中に埋めて、その上に人工の歯を立てます。こ

ういうものをインプラント（人工歯根）治療といいますが、私は主に

その研究をしております。 

インプラントは高額だという印象があります。先生のご研究が進

んで更に世の中に普及すると、安くなることは考えられますか。 

そうですね。施術が簡単になる可能性はあります。そうなると多くの

歯科医が施術できるようになるので、最終的にはコストダウンになる

かと思います。今はちょっと技術的に難しい部分があるので、誰でも

できるわけではありません。限られた人しかできないと、言い値にな

って高くなりますね。 

インプラント自体が高いのではなくて、技術が高いのですか。 

そうです。埋めるものは完全に既成品で、患者さんに合わせているわ

けではありません。同じものを生産して埋めているわけですから、そ

れが高いということにはならないですね。しかし歯科のものは全体的

に高いと思うので、インプラントだけが高いというわけではないです。

しかも歯は１本ではないから、１本だけ埋めて済むという人はあまり

いないので、何本か埋めれば高くなってしまうという面もありますね。 

2009 年に「先端加工技術の応用による口腔インプラントの表面

改質に関する研究」で昭和大学上條奨学賞を受賞されたとのこと、

おめでとうございます。受賞が決まったときは、どのようなお気

持ちでしたか。 

ありがとうございます。「やっと回ってきたな」と思いましたね。ずっ

と欲しいなとは思っていたので。1 回とると 3 年間は申請できないと

いうルールがあるのです。僕より上の人でも毎年は申請できないので、

やっと僕まで回ってきたかという感じです。一時僕も留学していて大

学にいないときがあったので申請しなかった時期もあったのですが、

留学から帰ってきて2年目でやっと引っ掛かったかなという感じです

ね。 

先生はまだお若いのに、「やっと」と思われるのですね。 

いや、でも基礎分野だから。患者を診ているわけではないですし。や

はり仕事で何を頑張るかというと、そこしかないわけです。教員とし

ては教育もありますが、研究者としてはそこしかないですから。なか

なかこういうガチンコ勝負の賞はないのです。世の中にある賞という

のは、人間関係である程度決まるようなものも多いと思います。しか

しこの賞はガチンコ勝負なのです。出した論文数とクオリティーで本

当に決まるので、どんなに贔屓しても駄目な人は駄目なわけです。で

すから、この賞の価値は分かる人には分かります。そういう意味では

絶対欲しいなと思っていました。 

この審査基準は、論文の本数と、それぞれの被引用数ですか。投

稿先なども考慮されますか。 

もちろん本数は大事です。すごくいやらしい計算式のようなものがあ

ります。和文か英文かでも違って、他社さんのものになりますが、英

文だとインパクトファクターを計算します。またオーサーシップも関

係あって、ファースト・オーサーは 100％で計算されますが、順番が

後ろになると、例えば掛ける 0.７になったりします。妥当な計算式だ

なとは思います。過去 3 年間の論文について、その計算式で計算した

合計点数で決まるので、審査基準を知っている人から見れば、単に順

番が回ってきたから受賞したのではないことは瞬時に分かります。で

すから、これは欲しいなと思っていたのです。 

審査委員会はあるのでしょうか。 

賞金も出るので、上條奨学資金委員会というというものがあります。

一応最終的には学長が承認するかたちになっています。医学部、歯学

部、薬学部、保険医療それぞれの学部から、研究業績、教育業績で選

ばれます。教育のほうの基準はちょっとよく分かりません。 

教育に関しては採点が難しそうですね。 

教育業績ということですから、長くやっている人が受賞する傾向はあ

ると思います。最近まで教育業績の賞はありませんでした。以前から、

上條賞の規定としては、教育と研究となっていましたが、教育は評価

のしようがないといった面もあります。去年初めて教育の賞もできて、

教育と研究とに分かれたという感じですね。 

賞金があるとのことですが、何に使ったか伺ってもよろしいです

か。 

先々週オーストラリアで学会がありましたので、そのときの旅費にし

ました。飛行機代などに一部使わせていただきました。 

受賞されてから、何か変わったことなどはありますか。例えば、

他の先生方の見る目が変わったといったことはありますか。 

どうなのでしょうか。臨床の先生などに名前を覚えてもらったかなと
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いうところはあります。例えば、僕の研究室の大学院生などが病院で

他の先生に「この人、誰?」という感じで聞かれたそうです。だから、

自分を知らない人も結構いたのだなとも感じました。 

研究を頑張っているからといって、褒められることはあまりないです。

僕は好きでやっていることだからいいですし、結果的に研究費を取れ

ると教室としては楽になるから、周りもそっとしておいてくれていま

す。そういう意味では恵まれていますね。それに僕の教室では、僕と

僕のすぐ上の先生と 10 歳ぐらい年が離れているのです。年が近い人

がいれば、それなりに称賛か妬みかどちらかがあったのでしょうけれ

ども、年が離れていることもあってそういうこともありませんでした。 

私立大学の歯学部は大変なのです。新しい試みをどんどんやっていか

ないと生き残れないようです。そういった人事に関する仕事がすごく

多くなっています。だからたまに、みんなが野球を頑張っているのに、

僕だけテニスをしているような感じがすることはあります。 

研究者としてのご自身の特徴はどんなところだと思われますか。 

歯科材料の研究なので、新しいものができるとすぐ臨床に還元できる、

あるいは還元できる可能性があることだと思います。新しい発見が特

許になることもあります。例えば癌の研究の場合、特効薬を研究して

いる人はいるかもしれないですが、どちらかというとメカニズムの発

見などになると思います。そういう研究は特許とはあまり関係ないで

すね。この歯科理工学という業界はエンジニアが多く、特許を取るこ

とに一生懸命な人も多いと思います。 

でも僕はあまりそういうことに興味がなくて、自分の研究が世の中の

役に立つかということは基本的に考えていないのです。役に立ってく

れれば、それはそれで構わないのですが、それは誰かがやればいいこ

とです。僕にとって研究は、好きな絵を描いている、あるいは好きな

小説を書いている、そういうことと同じ感覚なのです。出来上がった

ものに値段を付けるのは、誰かが勝手に付けてくれればいいという感

じです。それを題材にして論文を書いたらおもしろいかもね、という

ような感じです。そのなかの一部がたまたま世の中の役に立つことは

あるかもしれないです。別に役立たなくていいことはないですが、書

くときは何も考えていないです。人の役に立とうと思ってないところ

が僕の特徴かもしれませんね。最初からそういうことは考えないこと

にしています。例えばノーベル賞をもらえれば嬉しいかもしれないで

すが、そういうことはあまり考えていないです。 

おもしろいと思うものを見つけ続けるのは難しいのではないかと

思いますが、いかがでしょうか。 

意外と思いもよらないことが出てきたり、掘っているとまた次のもの

が出てきたりしますので、今のところ枯渇することはないですね。な

んだかんだと繋がって何かしら出てくるのです。 

柴田先生は歯科医の免許をお持ちとのことですが、それも特徴の

一つになっていますか。 

確かにそうですね。歯科理工学はエンジニア出身の人のほうが多いで

す。歯科理工学の教授は、今はだいぶ教育がうるさくなったので歯医

者さんから取るようにしているのですが、それでも 3 分の 2 ぐらいは

工学部出身の人ではないでしょうか。歯医者の免許を持っているのに

基礎で学問をやるという人は確かに珍しいかもしれません。僕が研究

者として大学に残ったのは今から 14 年ぐらい前だから、まだ一刻も

早く腕を磨いて、歯科医院を開業しようというような時代でした。だ

から研究者としてというより、歯医者としてちょっと変わっていると

いうことになるかもしれませんね。 

今でも治療されるのですか。 

今はもうほとんどやっていません。留学する前まではちゃんと治療を

していましたが、留学で 1 年間ブランクが空いてしまいましたし、も

っとうまい人がいっぱいいるので別に僕ではなくてもいいかなと。若

いときは「俺がやってやる！」と思ったものですが、だんだん出来る

人がやればいいと思うようになりました。 

臨床に関する好奇心というものは、僕のなかからもう消えてなくなっ

てしまいました。医療は何でもそうですが、ビギナーのハードルとい

うものがあります。歯医者さんの場合、親知らずを抜けるようになる

ことが最初のハードルだと昔は思っていました。親知らずは、あごを

削ったりしなくてはいけないから抜くのは結構難しいです。埋まって

いると骨をちょっと削ったりするので外科のようで、若い人は憧れる

のです。しかし外科の専門の先生が抜けば 15 分で抜けるところを、

僕が 30 分から 1 時間かけて抜くというのは、患者さんにとっては迷

惑ですよね。それなら上手い人を紹介したほうが結局お互いのためだ

なと思うようになりました。 

研究者としての「成功」とは何だと思われますか。 

成功か、難しい問題ですね。仕事の成功は出世だと思いますが、研究

者の成功ですか。うまくやっているなと思っている人は一人います。

仙人のような生活をしていますね。僕はそういうのがちょっと成功か

なと思っています。 

仙人のようなとは、どういっ

た感じでしょうか。 

確かにその人は教授だったし、

僕よりも仕事でも成功していま

す。先ほども言いましたが、研

究者は絵描きと一緒だから時間

に縛られないはずなのです。本

来、インスピレーションが湧い

たときにやるのが研究です。研

究費をとったり学生を指導した

りするので、完全に縛られない

わけではないのですが。時間に

縛られず、誰が読んでもおもし

ろい論文を書いている人は確か

にいることはいます。これが成功だというのは難しいですが、僕にと

っての成功している人のイメージというのは、仙人のような人なので

す。自分からは山を下りてこないのです。「聞きたければ俺のところに

来い」という姿勢で、仙人の意見を聞きたい人が山を登ってくるので

す。そして知恵を授かって、その人が下界で活躍するわけです。僕に

とっての成功のイメージというのは、やはり仙人ですね。 

僕がシドニーに行っていたときの教授がそういう人でした。「明日から

2、3 日いないから」と言い残して、ふらっとどこかに行ってしまう

ような人でした。その人は、ニュージーランドとシドニーの大学で教

授を掛け持ちしていました。どうしてそんなことができるのか、よく

分からないのですが。その人は、朝早くは来ていたけれど、夜は絶対

残らないです。いまどき携帯を持ちません。家ではインターネットも

一切やらないです。メールを送っても土日は返事が来ません。その代

わり月曜日になると、必ずレスポンスは来ます。そして必ずこちらの

要求に応えるのです。僕はたまたまその人に巡り合ったのですが、や

はり究極はこれかなという気がします。消耗しているだけで頑張り過

ぎている人は駄目です。論文をいっぱい書いていても、消耗している

人は駄目です。絵描きですから、描きたくないときは描かなくていい。

それでも売れている人というのでしょうか、人に求められつつ仙人の

ような生活をやっていけている人は、僕のなかの成功像ではあります。 
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仙人にはなれそうですか。 

一応、意識はしています。そういう方向でいきたいなとは思います。

ただそうはいっても教授という肩書は欲しいとは思っていますね。肩

書がないと、ただサボっている人なので、仙人ではないのです。仙人

には仙人という肩書を与えられているのです。僕は教授の肩書は最低

限どの大学でもいいから欲しいです。その肩書を得てから、そのよう

に生活をシフトさせていこうかなと思っています。 

無駄に忙しくならないためには、今のうちから必要以上に便利な人間

にはならないようにしていますね。例えば「このスライド作っておい

て」と言われると喜んで作る人もいますけれども、一度引き受けてし

まうと絶対次も頼まれます。自分のやりたくないことも頼まれてしま

います。僕はなるべく「パソコンはよく分からないので」と言って，

やんわり断るようにしています。自分の得意なところだけで頑張りた

いのです。それが僕にとっての第一歩ということです。 

研究者としての成功のお話で仙人が出るとは思っていませんでし

た。では次に、研究者になって良かった、と感じるのはどんなと

きでしょうか。エピソードがあれば教えてください。 

頭のいい人にいっぱい出会う機会が多かったことです。その結果、優

秀な人を自分でも見分けられるようになってきました。そういう人は

一緒にいて気持ちがいいです。自分は学問に携わっているので、学問

で自分より上の人に会うと楽しいです。一般開業医ですと、院長と二

人だけということも多いでしょうし、患者さんには会いますが治療し

ているだけなので、人間関係に限界がありますよね。ちょっと特殊な

道でしたが、優秀な人に出会う機会に恵まれたことは良かったと思い

ますね。 

優秀な方の中でも特に印象に残っている方はいらっしゃいますか。 

やはり、うちの教授ですね。宮崎隆先生です。僕ははっきり言って、

尊敬しています。先生が喜ぶから研究を頑張ったような感じですね。

僕の最初のモチベーションです。自分が優秀だなと思っている人に「す

ごい」と言われれば、それはもう嬉しいですよ。だから、宮崎先生が

自分の OK ラインだということです。ほかの人が OK と言っても、宮

崎先生が OK と言うまでは頑張ろうと思いましたね。 

宮崎先生の素晴らしさを教えていただけますか。 

今は学部長ですが、考え方が非常に論理的で、自分なりのフローチャ

ートがあるから、いろいろなことを即断できるのです。それが何とな

く分かってきて、何と言ったらこの人が「Oui」（ウィ、はい）と言う

かを考えたところがスタートでしたね。それでまずは宮崎先生が書い

たものを一生懸命読みました。自分の好みに書いているに決まってい

ると思うので、こういうふうに書けば喜ぶだろうなと思ってそこから

模倣しました。そうしたら案の定喜んでくれました。 

僕が 2 年生か 3 年生のときに宮崎先生が主任教授になったのです。僕

は主任教授になって最初の学生だったのではないですかね。もう一つ、

僕は学生のときに、地味ですけれども弓道部に入っていまして、宮崎

先生が弓道部の部長になったのです。そういった縁があって、声をか

けもらってこの研究室へ来ました。学生の頃は「何かよさそうな人だ

な」くらいに思っていました。大学を出てからだんだんすごさが分か

りました。ただ、宮崎先生は忙しいので、僕の理想像ではないですね。 

普通の会社でいったら上司に当たるわけですよね。上司にあたる

人を本当に尊敬できるというのは、とても幸せなことだと思いま

す。 

たまにそう言われます。だから根本的には、宮崎先生が喜ぶように論

文を書いているつもりです。書き始めたばかりのときは、自分の言い

たいことが伝わるかどうか分からないのですよ。宮崎先生が OK と言

えば確信が持てて、自分のなかでも OK なことが積み重なっていって、

それでちょっとずつ伸びたところもあるでしょうか。 

宮崎先生に限らず、論理的な人に論文をレビューしもらうと、「そう言

われてみればそうだな」ということを言ってくるわけです。いろいろ

な雑誌に投稿して、そういう訓練を積み重ねている感じです。 

査読のシステムというのは優れていると思われますか。 

雑誌によるとは思います。ある程度のレベルの雑誌では、そのまま通

してもらうよりは、ああだこうだと言われながらも、その査読者を納

得させるというプロセスがあったほうが論文のクオリティーが上がる

という意味でも大事だと思います。自分のためにもなりますね。レビ

ューはブラインドだから誰だか分からないですが、フィードバックを

読めば、「随分細かく見たな」、「全然見てないな」などすぐに分かりま

す。読んでいないなと思ったときは、クレームを書くときもあります

し、その人をレビューから外してもらうときもあります。それはそれ

でいいというか、そういったやりとりでも蓄積されていくものがあり

ます。何でも通してくれるような雑誌に出しても自分のためにはなら

ないですね。それは強く思っています。 

いわゆる良いジャーナルに投稿することは、単にインパクトファ

クターがどうこうではなく、ご自身のレベルを上げるという意味

でも役に立つものなのですね。 

それをやらないと駄目ですね。そこは絶対に楽をしたら駄目です。ほ

かでは手を抜いてもいいと思いますが、そこは頑張らないと、自分が

伸びないですから。 

研究者はつらい、と感じるときはありますか。 

つらいことはあまりないかな。ただ、あまり過剰な期待をされるとち

ょっと嫌です。昔は一人だったから良かったのですが、大学院生を預

かるようになって状況が変わってきました。うちの教室に直接入って

きた人は、うちの教室が好きで来ているからいいのですが、臨床から

来る学生の場合は違います。大学院を卒業するまでの期限があって、

その期限までに学位論文に出さないといけない。学生も、僕に頼めば

ある程度の雑誌に載せてくれるだろうと期待してくるわけです。そん

な気持ちを持って来られると、ちょっと大変だなというのはあります。

でも、他人にまったく期待されない人生もつまらないですね。今のと

ころ失敗していないからいいのですが。つらくはないですが、何がプ

レッシャーかと聞かれたら「若い人の期待」と答えますかね。年配の

人はいいですけれども、若い子はあまりがっかりさせると悪いかなと

思います。昔の子は学位を取れれば何でもいいようなことを言ったけ

れども、最近の子は何でもいいとは言わないです。大学院生も増えて

しまったから。僕のときは学年で 10 人ぐらいしかいなくて、それで

も多いほうだったのですが、今は 30 人ぐらいいます。医学部はもっ

と多いですが。そうすると、そのなかで優劣がついて、大学に残れる

かどうかに影響が出ることもあります。ですから、何でもいいから書

いて学位がほしいという人はあまりいないです。それなりにおもしろ

いことやって、それなりのジャーナルに載せてくれというようなこと

を平気な顔をして言ってくるわけです。それはそれでモチベーション

にはなるのでいいけれども、プレッシャーにはなっています。 

そういう場合は学生さんの研究の道筋を付けてあげて、最終的に

は論文にまとめて、それで先生も共著になって発表するのですか。 

2 番目ぐらいに僕の名前が載るわけですよ。それで学位審査を通すと

いうかたちです。学位をとるための論文を書き上げるまでは手間がか
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かります。でもうまくいくと感謝されるので、いいですよね。 

研究者の方にもスランプというのはあるのでしょうか。 

モチベーションが落ちることはあるとは思います。毎日やる気がある

ということはないので。でもやる気がないときに、奮い起こしてやっ

たりはしていないです。でも、できるようになったことができなくな

ってしまうのは、すごく嫌なのです。ですからしばらく論文を書いて

いないと、そろそろ何か書いて自分の実力をチェックしておかないと

いけないな、という気持ちが湧き上がってきます。それで書けると、

まだ大丈夫だと安心します。テーマが見つからなかったりすることは

ないですかね。できないのは、単に自分がやっていなかったというこ

とです。書きたくないのだったら書かなければいいのではないかと思

うのです。無理に書いてつまらないものを世の中に出すぐらいだった

ら、書かないほうがいいですよ。 

どんな目標をお持ちでしょうか。またその目標を達成するにあた

って苦労しそうなことは何でしょうか。 

研究上の目標としては、やはり

Nature などに載ってみたいで

すね。時代のトピックに合わせ

るのではない研究をして。歯科

に関連した研究で Nature に載

っている人もいますが、歯学の

枠を超えた学際的な研究をして

載せているのです。例えば、歯

科なのに口腔癌の研究をしてい

たり。でも僕は、歯のトピック

で載せたいと思っています。

Nature のような雑誌に載るに

は、相当な数の人が興味を持っ

てくれないといけませんが、歯

という時点で難しくなります。

歯科の研究そのものは、全体のパイからすればマイナーですから。 

歯は私たちに身近なものなので、多くの読者に訴えやすそうな感

じがしますが、そうではないのでしょうか。 

最重要ではないのです。命には関わりませんから。生活の質には関わ

るかもしれませんが。例えば、虫歯の話と癌の話だったら、命にかか

わる癌の研究が急がれますよね。歯は重要ではないことはないですが、

どちらにより研究費が付くか、どちらがより引用されやすいかという

ことで考えたら、それは当然癌になりますよね。 

それでも、「歯でこんなにおもしろいものを書けるのか！」と人に思わ

せるような論文を書いてみたいです。だから自分のテーマを変えるの

ではなくて、自分の守備範囲のなかで「実はこんなにおもしろいんだ

よ」という作文をしてみたいです。でも当分は無理ですね。まだその

レベルではないと自分で思っているから、時間はかかりそうです。こ

うすればうまくいくだろうということが、今は見えないのです。ある

程度のところの雑誌だと、このぐらいのことを詰めれば載せられるだ

ろうと思うのですが。Nature レベルになると、どうしたらいいのか

もよく分からないのです。だから、どういう努力の仕方をすればいい

のかも、まだ少し分からない感じはしています。無理だとも思わない

けれども。Nature の論文のなかには、読んで全然分からないものも

あります。読んでいておもしろいと思うものもあるから、そういうこ

とを歯のトピックでやりたいと思っています。 

Nature に載るような論文は、理系と文系の両方の才能を持っている

人が書いているから、そこもちょっと難しいです。もちろんトピック

は一番大事だと思いますが、表現力に感心するものもあります。その

うち自分もできるかなとも思いますが、ただ今はそのステップがどこ

にあるのかが分からない。そういうことをやっている人に巡りあって

アドバイスをもらうのが一番簡単でしょうが、今のところ現れないか

らちょっと難しいですかね。 

研究者にもジェネレーションギャップはあるのでしょうか。たと

えばご自身の世代と 50～60 代の研究者と比較するといかがで

しょうか。 

試験方法が古いなと思うことはあります。ジェネレーションギャップ

というか、フレキシビリティーの違いでしょうか。新しい評価手法を

取り入れることは、僕たちの世代のほうが得意かもしれません。でも

年を取っても、ちゃんと新しいことをやっている人はいますから、そ

れほど大きな差ではないです。 

もう一つは、教室の上の人たちと比べると、真っ先にオンラインジャ

ーナルを使い始めたのはやはり僕でした。Scopus もそうですが、便

利なものを便利に使うということでは、やはり若い人のほうがフレキ

シビリティーはあるでしょうか。検索力では、世代間でちょっと差が

出てしまうかもしれませんね。特に今から 10 年ぐらい前がちょうど

変わり目だったと思います。Windows XP が出て、ブロードバンドが

出て、投稿などがオンラインになりました。あのとき、僕はそういっ

た動きをキャッチしたから、そこでちょっと差が付いたのかもしれま

せん。投稿も簡単なほうが、みんな出しますよね。昔はコピー査読が

あって EMS で送っていましたが、それだと面倒くさいし、投稿する

本数も減りますよね。投稿してもやりとりに平気で１年かかったりし

ていましたものね。パソコンは得意ではないですが、そういうところ

で楽をしようと思います。便利なものを使いたいと思うかには、少し

年齢差があるかもしれません。ブロードバンドが常識となった世代の

人たちは、逆にそれが便利かどうかなどということも考えないでしょ

う。僕は 2002 年か 2003 年ぐらいまでは、投稿するにもコピーして

EMS でやりとりをしていた最後の世代です。そこから便利なほうに飛

び付いた感覚は覚えています。 

最近では研究者が客観的数値で評価されることが多くなってきて

います。そのことに関してご意見をお聞かせください。 

まったく評価されないと全然おもしろくないので、何かしら評価はし

てくれたほうがいいと思います。でも分野間でも違いがあります。例

えば歯科は、全体的にインパクトファクターは低いです。でも同じ分

野のなかだったら、ある程度そういう数値で比べてもいいのではない

ですかね。 

客観的評価がないことが、教育評価の問題点でもあります。国家試験

の合格率が上がったら僕のおかげなのかといったら、そんなことは全

然ないし、証明しようもないわけです。 

客観的に評価されることが柴田先生のモチベーションの大きな部

分を占めているのでしょうか。 

まあ、そうですね。研究の世界では、ある程度数値化されているもの

のなかで、例えば去年より今年のほうが上がったり、論文が増えたり

増えなかったりということが如実にあるわけです。預金通帳を眺めて、

にやにやしているのと一緒ですよ。 

研究に関していえば、正直、評価はもっと厳しくていいと思います。

やはり差が付いたほうがおもしろいです。それは、他の人を落として

しまえというわけではなく、そういうことで差が付いてくれたほうが

楽なのです。研究で評価されない人たちは教育に流れていくだろうか
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ら、もう少し適材適所になるのではないかと。なまじこの評価が甘い

と、頑張ればなんとかなるような雰囲気になってしまいます。でもそ

こで、厳しい評価をクリアできる人は僕しかいなければ、そこには大

きな意味があります。そういうこともあって、上條奨学賞が欲しかっ

たのです。 

評価がさらに厳しくてもいいというご意見は初めてです。 

そうですか。もっと厳しく評価してほしいな。毎年ランキングを出し

てくれてもいいです。職員ランキングとか。臨床では、科のなかで売

上ランキングがあるそうです。やはり入れ歯や矯正のほうが点数取れ

るからフェアではないけれども、ある程度は意味がありますね。そう

いうことがあってもいいと思います。 

論文を書かれるときに最も苦労される点をお聞かせください。 

出だしです。イントロダクション。何のためにやっているかというバ

ックグラウンドにどれだけ深刻なものがあるかを書きます。そこが一

番です。出だしが滑り出すと、そこで枠組みが決まってしまうから。

イントロと関係ないことは書かないですよね。最初にサイズを決めて

しまって、このなかにはめていくわけです。どこまで言及するかとい

う枠組みがそこで決まってしまうから、どこに焦点を当てるか、要す

るに絵を描くキャンバスのサイズが決まるわけです。 

イントロダクションをある程度決めつつ、実験も並行して進めら

れるのでしょうか。 

実験計画や研究計画のようなものをある程度立てた時点で、頭のなか

では「ここまでやれば論文が書ける」というイメージができて、5 ペ

ージぐらいの論文ができています。ある程度の全体像はあります。た

だ、予想外のこともあるので、思ったよりも長くなってしまうことも

あります。 

本文なども全部書いてからイントロを書きますか。それともイン

トロを先に書きますか。 

まずイントロを書いていますよ。結果はもう決まってしまっているの

で。逆に言えば、結果のなかからどれだけバックグラウンドをおもし

ろくできるかを考えます。あまり途方もないことは書けないから、ど

れぐらいおもしろく序章を書けるかがおもしろいのです。 

内容はもちろんだと思いますが、英語で書かれるときは英作文に

もかなり注力されているということでしょうか。 

そうですね。そこはもう作文ですからね。おもしろく書こうと思って

います。だからたくさん読みますよ。自分の研究と似たよう論文を読

んで、これと比べてどれだけおもしろく書けるかを考えます。載って

いる論文なのですから、それ以上のものを書けばいいわけですよね。

ライバルを見て、「ここをもうちょっとおもしろくしようか」、「ここを

言っていないから言おう」ということを思いながら自分の話を作りま

す。 

イントロを書くときには、どのぐらいの時間がかかるものですか。 

どうでしょう。かなり新しいことをやると、読みながら書かないとい

けないから、そうすると結構かかるかもしれません。でも年々長くな

っているのですよね。年を取ると、言いたいことが増えてくるのでし

ょうか。イントロだけでどのぐらいかかるかは分かりませんが、5～6

ページくらいの論文の場合、図表の整理などを除くと、イントロから

作文そのものを終わらせるのに僕は二日以上かけることはないですか

ね。先ほども言いましたが、頭のなかでは書きながら実験もやってい

るので、それを Word にダーッと流しているだけです。そのあと微調

整することはあるけれども、一連のストーリーを書きあげるのに、そ

れ以上の時間はかけないことにしています。忘れてしまうし。イント

ロから考察まで集中して矛盾なく自分が思い描いていられる時間、そ

の集中力が続くのがおそらく二日ぐらいなのだと思うのです。後から

考察を書き足したりすると、イントロと矛盾したりするではないです

か。 

レビューされるときに、苦労される点はどんなところですか。 

せっかく書いてきてくれているので、僕は基本的には好意的に見ます。

リジェクトという査読結果は提出しないようにしています。でも読み

にくいものもなかには確かにありますね。論文は論理的に書いてある

ものだと思って読み始めるのですが、全然関係ないことが書いてあっ

たりすると、ちょっと大変ですね。そもそも僕はネイティブではない

から、表現がおかしいというようなことがよく分かりません。論旨が

正しいかどうかということしか分からないから、一貫して矛盾してい

ないかどうかを見ます。細かくは見られないから、「こういうふうに書

き直してください」というように、大体ガツンと１枚フィードバック

を書く感じになります。「何ページの何々はこう直してくれ」と細かく

フィードバックする人もいますが、僕はあまりそういうことはやらな

いです。あまりにひどければやりますが。 

レビュー依頼は積極的に引き受けられるほうですか。 

基本的に断るということはないですよ。断らないものだと思っていま

す。大体平均すれば月に 1 回くらいでしょうか。トピックが自分の研

究に関係なければ断るでしょうが。そう言えば実際 1 回ありました。

心臓のペースメーカーに関する論文が来てしまったことがあって、そ

れはさすがによく分からなくて返したことはありました。確かに材料

に関連していたので、査読者を探すときにキーワード検索して僕が引

っ掛かったのでしょう。 

国内の雑誌からは全然回ってこないですね。1 回来たことがありまし

たが、ちょっと厳しく書いたらもう来なくなってしまいました。あと

最近は中国人が書いた論文の数はすごいですね。ブラジルも多いなと

思います。インドからは雑誌に投稿してくれという勧誘がよく来ます。 

医科系の研究者の方は PubMed をお使いになることが多いかと

思いますが、Scopus（書誌・引用データベース）の有用性はど

こにあると思われますか。 

もちろんデータベースとして検索できる数が多いというメリットがあ

ると思いますが、引用文献が見られるのがいいですね。他人の論文も

もちろんなのですが、自分の書いた論文がどこに引用されているか、

どの国のどんな人が引用してくれているのか、どんな分野なのか、歯

科なのか、そうではないのか、そういうことが見られるということが

とても便利です。そういった情報をもとに「今度はどの雑誌に論文を

出すことができるかな」などと考えますし、何よりも単純に楽しいで

すよね、自分の文献が引用されているのを見るというのは。かと思え

ば、引用がゼロという論文もあります。だからどんな論文にインパク

トがあったかがわかるのは役に立ちますね。そもそも引用されるため

に論文を書いているわけですから。そういうことがダイレクトに見ら

れるというのは、素晴らしいと思いますね。 
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海外経験について 

2006～2007 年に客員研究員としてシドニー大学で過ごされて

いますが、海外で研究したいと思われたきっかけを教えていただ

けますか。 

外国暮らしをしてみたかったのです。漠然と留学に憧れていました。

国際バイオマテリアル学会という学会があって、4 年に 1 回開催され

るのですが、2004 年はシドニーのダーリングハーバーというところ

だったのですね。それに参加したのですが、シドニーはきれいで、気

候はいいし、飯もうまかった。もともと僕はアメリカにあまりいい感

情を持っていなかったのですが、それはアメリカが嫌いというのでは

なくて、ご飯がおいしくないと駄目なので、1 年間は耐えられないと

思っていたのです。当時円高だったこともありますが、シドニーは印

象がよかったのです。それでオーストラリアに１年ぐらい来ようかと

思ったのが最初です。だから「すごいことやって帰って来るぞ」とい

う意気込みは別になく、場所で選んでしまった感じですかね。こんな

こと言ったら怒られると思いますが、勉強を名目に行かせてもらおう

かなと思ったのです。これは研究者の特権ということで。 

特に募集があったわけではなく、やみくもにオーストラリアの大学に

手裏剣のようにメールを出しました。カナダにも出したかもしれませ

ん。紹介もまったくなし。それぞれの大学のホームページを見て、

「contact to」に書かれていた宛先に履歴書を送りつけました。それ

で、一番いい返事が来たところがシドニー大学でした。もう渡りに船

という感じでした。 

ポジションは客員研究員とのことですが、昭和大学に籍を残して

行かれたのでしょうか。 

そうです。お給料は昭和大学からもらっていました。シドニー大学か

らは出ないです。シドニー大学は、たいした設備ではなかったですよ。

うちのほうがよほど良い設備が揃っています。 

でもシドニー大学で、先ほど話した仙人のような先生に出会ったので

す。「この人は何ておもしろい人なんだろう」と思いました。彼は僕を

シドニー大学に招待してくれたプロフェッサーです。頭はいいと思い

ますが、ちょっと変わった人でした。僕が行ったらすぐに「明日から

いないからな」と言い残していなくなってしまいました。でもいろい

ろな国から Ph.D.が来ていて、面倒をみてくれました。アジア人も多

く、現地邦人もいました。驚いたのは、その子たちが非常に優秀だっ

たということです。シドニー大学の大学院生はすごかったですね。僕

はあのとき今よりまだ若かったから、彼らとそれほど年齢差もなかっ

たので、ちょっとショックでしたね。 

シドニー大学でのご経験は、その後の研究に影響はございました

か。 

新しいことを習ったということはもちろんあります。僕はインプラン

トの研究をやっていますが、シドニー大学では、お金がかかるという

理由でインプラントの研究そのものをあまり積極的にはできなかった

のです。虫歯などの歯の研究をすることになりました。僕はインプラ

ント以外ほとんど研究したことがなかったから、別のテーマを与えら

れてしまったわけです。果たしてできるのかと思ってやってみたら、

題材が違うというだけで、自分のアプローチの仕方や、ものの考え方、

あるいは論文の書き方、そういうセオリーは別に変わらないことがわ

かりました。研究というのは、仮に僕がウミガメの研究をしたとして

も、基本は変わらないのです。たとえテーマが変わったとしても自分

はできる、という自信になりましたね。どこに行ってもやっていける

と思いました。 

先ほども言いましたが、僕はと

にかく宮崎先生が OK ラインで、

それに合わせてきたつもりだっ

たのですが、この OK ラインが

果たして国際的にも通用するの

だろうかとも思っていました。

僕がいいと思って書いたものが、

外国の人から「全然駄目だ」と

言われるか、それとも「よく書

けているね」と言われるのか。

それはちょっと興味がありまし

た。やってみたら、日本語でも

英語でも、ある程度のレベルを

超えるとみんな一緒だというこ

とがわかりました。以前は宮崎

先生だけの評価だったからちょっと不安な部分もあったけれども、違

う評価者にもいいと言われたので、自分は世界に出ても大丈夫と思う

ようになりましたね。僕のものの考え方自体が間違ってはいなかった。

研究に関してはですよ。僕がおかしいと思ったものは、やはり誰が見

てもおかしくて、僕がおもしろいと思ったものは、きっとみんなもお

もしろいのだろうと思う自信にはなったかな。 

でも留学してからというもの、ちょっと嫌なやつになっているかもし

れないです。おかしいことがあると、言わずにはいられなくなりまし

た。僕がおかしいと思うということは、ある程度の人はおかしいと思

うということですよ。だから、おかしいものをそのままにしたら恥を

かくわけですよね。だからつい言ってしまうのです。でも、上の人に

言うと「若造が」と思われることもあります。英語という言語の特徴

で、どうしてもはっきり意見を言うようになるのかもしれません。 

また、シドニー大学で一応の結果を残せたこともよかったと思います。

これができなかったら、たぶん「俺は駄目だ」と思ったかもしれない

ですね。お金がなくて、それなりに苦労したのですよ。学校自体にお

金がなく、教室にコピー機もないくらいで、図書館に行ってお金を払

ってコピーをしていました。そういうことを全部ケチらないといけな

かったから、効率よく準備しないといけないでしょう。そういうこと

も、いい経験になりました。 

オーストラリアは、日本人に対するイメージがおおむねよかったので

はないでしょうか。日本から来たものはみんな一定の品質を持ってい

ると彼らは勝手に思い込んでいるのです。なぜか人気があります。ト

ヨタだったら大丈夫という感じですね。あとはパソコンなども、僕は

パナソニックの Let’snote を持って行ったのですが、衝撃的だったよ

うです。一日中使っていたら「何で電源コードをつながなくていいの」

と聞かれて、「だって電池 10 時間ぐらいもつから」と言ったら、みん

な見に来ました。中国製などはすごく大きくて重いし、熱でビニール

が溶けたりする。それを冷やすためのパッドというのを売っているく

らいですよ。電池も 1 時間ぐらいしかもたないらしい。だからもう

Let’snote は「魔法だ」と喜んでもらいました。やはり日本はすごい

と。新幹線も有名ですね。「新幹線は時間通りに来るんだって？」とい

う当たり前のことを聞いてきます。新幹線の速度を聞かれて、「時速

300km ぐらい出るんじゃないの」と答えたら、日本はすごいと感心

していました。そのとき、日本人が一番日本の価値を知らないなと思

いました。 

私も海外で日本人だからというだけで好意的に見られた経験があ

ります。逆に外国人の友人のなかには、彼らの出身国のせいで不

当な扱いを受けた人もいます。日本の先輩たちの積み上げてきた

ものに感謝しなければいけないと思いました。 
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それは僕も思いましたね。なぜ日本はこんなに印象がいいのでしょう。

ディズニーランドのこともよく言われましたね。東京駅からちょっと

行ったところに巨大なエンターテインメントがあるということ自体が

他の国では考えられないらしい。アメリカはフロリダにディズニーワ

ールドがありますが、都心から離れているし、フロリダはかなり不便

なところですよね。オーストラリアには巨大なエンターテインメント

などはなく、映画を見るぐらいしか娯楽がないです。だから東京とい

うのは、かなりミラクルな都市のようですよ、彼らにとって。東京の

人は東京の価値があまりよく分かっていないですね。 

多少余計なことですが、よくリゾートに行ったときに、外国人がのん

びりしているように見えて、日本人はショッピングやエンターテイン

メントなどのアクティビティーに勤しむから、日本人はせわしないイ

メージを受けるのですが、あれはそうではないと思うのです。西洋の

人たちは、やることがないということにたぶん慣れているのです。身

の周りにそんなエンターテインメントがあるということ自体が珍しい

ことですから。でも特に東京の人にとっては、エンターテインメント

があることが当たり前のこと。ですからリゾートでの過ごし方も、外

国人と日本人の感覚の差というよりは、両方とも普段と同じことをや

っている、ただそれだけのことですよ。特別日本人に余裕がないわけ

ではなくて、普段どおりにしているだけです。 

オーストラリアの大学は海外からの研究者や学生を積極的に受け

入れているようです。同様の取り組みをはじめている日本の大学

は、オーストラリアの大学からどのようなことを学べると思われ

ますか。 

難しいですね。まずは「来たい」と思われないと駄目ですよね。日本

の場合、特にアジアからだとビザの問題もあるから、そういうところ

に最初のハードルがあるかもしれないです。 

言語の問題もあるかもしれません。日本だと日本語の専門書や教科書

がそろっていますが、アジアに行くと、歯科の教科書はほとんど英語

で書かれています。その国の言語で書かれたものがないというのが第

一の理由でしょう。そこがマイナスになっているというか、反対に恵

まれているというか。どの学問でもそうなのかもしれないですが、日

本語で完結してしまうというのは一つのハードルでしょう。インドネ

シアなどの東南アジアから来た学生が英語堪能だということは、私た

ちもよく目にします。日本の場合だと、大学に入るために英語の勉強

をするのですが、あれは試験のために英語を勉強するわけですね。彼

らは英語が分からないと勉強そのものができない。我々は英語を勉強

するところで終わりますが、彼らは英語で勉強するわけです。そこで

コミュニケーションとしては差が付いてしまうかもしれないです。 

それにオーストラリアは移民国家ですからね。多少肌の色が違ったり

言葉が違ったりしてもあまり違和感がない。日本では思い切り浮きま

すよね。ちょっと違う人がいると目立ってしまう。そういう意味では、

来にくいのにもいろいろな理由があるのでしょう。それは移民国家の

ほうが行きやすいですよ。 

 

図書館に対して 

昭和大学図書館の良いところは、どんなところだと思われますか。 

こう言っては何ですが、頑張っていると思いますね。学内の事務的な

ことのなかでは、図書館と国際交流センターが頑張っていると思いま

す。とてもよくやっているなという感じがします。図書館はレスポン

スがとてもいいし、面倒見がいいです。教員の希望は聞くようにして

くれているし、何かあると連絡が来ます。僕の希望はほとんど通して

もらっているので感謝しています。僕たちを積極的に支援しようとい

う気持ちを感じますよね。たとえば、ちょっと他社さんの製品ですが、

JCR を導入するときも僕が希望を言ったのですが、すぐ対応してくれ

ました。図書館の人たちは、僕たちよりもそういうものの価値をよほ

どよく知っているのです。だからたぶん、そういう要望があればいい

といつも思っていると思います。予算はそんなにないのだろうけれど

も、何とか支援しようという意気込みがあります。本当に知識が豊富

で、「何でそんなことを知っているのだろう」と不思議に思うぐらい知

っていますね。うちの大学はオンライン化も早いほうだったのではな

いでしょうか。だからもうちょっと成果をアピールすればいいのにと

思います。 

オンラインジャーナルを導入したときも、いつの間にか学内で PDF

を落とせるようになっていて驚きました。僕はたまたま気付いたので

すが、気付いてない人もいて、コピーしているのです。宮崎先生も知

らなくて、僕が PDF で論文を渡したら驚いていました。図書館は何で

宣伝しないのかとそのときは思いました。JCR を導入したときも、あ

まり宣伝しなかったかな。Scopus の導入は言ったのかな。あまり言

っていないような気がするのですが。よくよく見ると、図書館のホー

ムページもだんだん進歩しているのです。けれども、言わないです。

図書館の人たちはあまりアピールをしないですよ。もっとアピールす

ればいいのにと思っています。学内メールなどをもっと流したほうが

いいです。 

 

昭和大学図書館雑誌コーナー 

研究者の皆さんを更に効果的にサポートするために、図書館に期

待する改善点はありますか。 

年々雑誌なども希望が出ないものは削ったりするのですが、削るにし

ても購入希望を申請するにしても、オンラインで申請できるといいと

思っています。例えば、今でも購入の希望を出したら確かに聞いてく

れるのですが、希望を出す紙というのがあるのですね。わざわざ図書

館に行って紙に書いて出すのです。Scopus もそうでした。いろいろ

なことがオンラインになっているのに、そこだけなぜ紙と鉛筆なのか

と。いろいろな要望を聞いて改善されていくところもあると思うので、

要望は出しやすいほうがいいのではないかと思うのです。特にうちは

校舎も離れていますから。僕は図書館が近いし、希望を聞いてもらっ

ているから鉛筆で書いてもいいのですが、みんなはどうなのかなと思

います。たぶん半分以上の人は出し方すら知らないと思うのです。悪

く言っているわけではないのです。図書館は大学の頭脳ですから、み

んなが図書館に興味を持たないのはよくないと思うのです。 

将来もし図書館長になられたら、どのような図書館にされたいで

すか。理想の図書館のイメージを教えてください。 

もしこの大学の図書館長になって、予算の制限がないとしたら、検索

能力の充実が一番大事だと思いますので、有料の検索エンジンはパー

フェクトに揃えてしまいたいですね。電子リソースを目いっぱい揃え



 
 

                                8          © 2010 Elsevier Japan KK All Rights Reserved 

特集 : 研究者インタビュー 第 4 回 昭和大学 柴田陽先生 2010 年 2 月

たいです。調べられないものはない、ダウンロードできないものはな

い、という環境を作りたいです。それが第一歩かな。 

シドニー大学の図書館の力はすごかったです。かなり充実していまし

た。『はだしのゲン』もありましたから。ネットのスピードは、うちの

大学の 100 分の 1 ぐらいですが、オンラインで蔵書を探せるように

なっていたし、希望も出せるようになっていました。とにかく徹底的

に便利でした。その代わり、延滞料は厳しかったですね。図書館の前

になぜ VISA のマークがあるのだろうと思っていたら、延滞料をクレ

ジットカードで払うのです。つまり図書館に力はあるわけですよ。だ

から、ああいう姿が図書館の理想ではあります。 

シドニー大学では、暖簾分けした図書館のようなものがあって、図書

館が何ヶ所かにありました。僕は歯科病院の中にいたのですが、歯科

病院の小さい図書館にいても、別の図書館から蔵書を取り寄せること

がきました。うちの大学では、歯科病院のものを取り寄せることはで

きません。学内でも自分で借りに行く必要があります。半端に遠いの

で、よほど必要でない限り行かないですよね。たぶんシドニー大学の

人たちは、図書館のシステムの重要性をよく知っていたのだと思いま

す。だから、図書館の会員証をなかなか発行してくれないのです。学

長のサインが必要で、誰でも図書館に入れるわけではないですが、会

員証が手に入ったら便利です。家などから遠隔操作もできます。24

時間いつでも希望が出せるし、延滞していると延滞のメールが来るし。

延滞しそうになったらオンラインで延長できます。貸し出し期限の 1

週間ぐらい前になってオンラインで延長を申請すれば、1 ヶ月延長で

きるのです。おもしろいシステムだったなと思います。 

オーストラリアは、何でも電子になっているのですが、インターネッ

トのスピードが遅い。今どきダイヤルアップの人もいます。飛行機の

予約なども、真っ先にオンラインになっていたようですけれどもダイ

ヤルアップです。しかも料金は高いです。そのバランスは何なのでし

ょう。ダウンロードのリミットがあって、動画などを落としていると

大変なことになるわけです。環境を整えるのに僕がどれだけ苦労した

か。それでも一度整えてしまえば、とても便利な環境でした。 

 

最後に 

今後はどのような展望をお持ちでしょうか。30 代研究者の代表

のおひとりとして是非抱負をお聞かせください。 

論文はもっといっぱい書きたいですね。やはり書いているときが一番

おもしろいので。論文は自分の作品です。私はもっと書いていきたい

ですし、いろいろな人から自分の論文を見たと言われたいです。おも

しろい研究をしたいし、おもしろい人に会いたいですね、残された時

間で。 

あと、ちょっとまだ早いかもしれませんが、自分の後継者のようなも

のをそろそろ育てたいと思っています。僕は今、部下がいないので。

大学院生とは一緒に研究しますが、彼らは基本的には臨床に戻ってい

く人たちですから。もうちょっと若いときは、本当に友だちのような

感覚で大学院生と一緒に仕事をして楽しかったですが、そろそろ部下

が欲しいです。部下というより、常に僕と一緒に研究してくれる人が

欲しいのです。そういう人は自分で育てないといけないですよね。う

ちは東大ではないので、できる人が急に来たりはしませんから。だか

ら、自分の片腕は自分で育てたいです。その候補になる人がそろそろ

出てこないかなと思っています。そういう人を増やせればおもしろい

でしょうね。先ほども言いましたが、僕も常にやる気があるわけでは

ありません。けれども、あるときは自分の部下や仲間がやる気があっ

て、あるときは僕がやる気があってとなると、グループ全体としてア

ベレージを保てるでしょう。 

後継者を育てつつ、ご自身の研究もさらに広げていかれたいとい

うことでしょうか。 

そうですね。巨大プロジェクトを立ち上げなくてもいいのです。何と

いうか、一緒に仕事したほうが楽しいですよね。大学院生はみんな、

いなくなってしまうので。それに給料をもらっている人には僕もいろ

いろ要求できますよね。大学院生は払っているほうで、僕は給料をも

らっているほうですから、大学院生に頑張らせようとしても、逆に「お

まえが頑張れ」と言われてしまうかもしれません。これはもう究極で

すが、そう言われたら僕も言い返す言葉がないわけです。だから僕と

同じ立場で、仕事として研究してくれる人がそろそろ欲しいです。最

近はそう思っていますね。とても難しいですよ。本当は、自分が今す

ぐ教授などになってしまえばできるのですが。僕に出世欲があるとす

れば、それだけです。僕が人を選べる。一緒に仕事できる人を自分で

選んで育てたいです。早く教授になりたいのですが、なかなかなれな

いです。教授の枠は決まっているから、誰かが定年にならないと空か

ない。どの大学でも状況は同じようだと思います。 

アメリカなどだと金があるから、いい人にはラボをくれたりするので

す。そんなことは、ここでは無理です。何か起こらないかなと思って

いるのですが。40 歳ぐらいまでは待ってもいいですが、あと 2 年し

かないです。自分の研究グループが欲しいです。僕ラボのようなもの

が欲しいです。火元責任者は僕。はやく柴田ラボと言われてみたいで

すね。 

柴田先生、どうもありがとうございました。 

 

（左から右）エルゼビア・ジャパン（株）恒吉有紀、 

柿田佳子（インタビュアー）、昭和大学 柴田陽先生、 

エルゼビア・ジャパン（株）山羽秀幸 

付録：動画インタビュー 

「Scopus って色々有用さはありますが、単純に楽しい。自分の論文

が引用されているかどうか、インパクトがダイレクトにわかっていい

ですよね 。」 

http://www.youtube.com/user/ScopusTV#p/a/u/2/07xdcrPWGEU 

英語版  

http://www.youtube.com/user/ScopusTV#p/a/u/1/R7T1Ziyk_cM

 


